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平成１８年３月１３日 新出水市誕生

（出水市、高尾野町、野田町の１市２町による合併）















・出水市ではこれまで「 」などの計画
に基づき、様々な施策を推進してきました。

・市全体としての景観づくりの目標や方針はなく、具
体的取組みは不十分でした。

出水市らしさを活かした美しい景観づくりを積極的に
推進していくため、平成１９年３月１３日に「

」となり、平成１９年度より３ヵ年で、景
観計画を策定することになりました。





○ 及び

○ に関する事項

○ 及び に関する事項

○ に関する事項



出水市では、

などから、景観づくりは市全域取り組んでいく
必要があります。



建築物
・新築、増築、改築、移転
・大規模な修繕、外観の模様
替え又は色彩の変更

・高さが13ｍを超えるもの若しくは3階以上、
又は延べ面積が500㎡を超えるもの

・増築、改築により上記規模に達する建築物

工作物
・新築、増築、改築、移転
・大規模な修繕、外観の模様
替え又は色彩の変更

・建築基準法施行令第138条の規定により指
定されているもの

・増築、改築により上記規模に達する工作物

・建築物の建設のための開発行為 3,000㎡以上の当該行為



・土砂の採取、鉱物の採取その他土地の形質の変更
・水面の埋立て又は干拓

3,000㎡以上の当該行為

・木竹の皆伐 3,000㎡以上の当該行為

・屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件
の堆積

500㎡以上の当該行為



建築物
工作物

外観

市民の共有財産である、山並みや八代海、田園など自然風景、歴史文化を尊
重し、落ち着いてまとまりのある形態・意匠・素材とする。

屋根の形状は、周囲の建物や山々の稜線が形成するスカイラインから大きく
逸脱しないようにする。

高さ
周囲のまちなみから突出しないよう配慮する。また背景となる山並みや丘陵
地の稜線を遮らない高さとする。

配置
道路境界からの後退や、接道部への植栽等によりゆとりある空間の創出を図
り、通りに接する壁面が圧迫感を与えないようにする。

外構

生垣等による敷地際の緑化を行い、工場等の無機質な印象や威圧的な印象を
和らげ、周囲の生垣等と相まって緑豊かな街なみをつくるようにする。

駐車場、駐輪場は生垣で覆う、緩衝帯を設ける、建築物で隠すなど沿道から
直接見えないように配慮する。

照明
周辺住民や生活環境への影響を配慮し、閃光を発するなど過度の明るさや色
彩の照明を用いない。

色彩

・壁や屋根における高彩度の色や色の多様は避ける。
・周囲が田園・山地等の自然景観である場合は、高明度の色は避ける。
・マンセル値により色相R～5Yは彩度8以下、それ以外の色相は彩度4以下と
する。

・土地の開発
・土地の開墾、
土石・鉱物の採取、
その他土地の形質の
変更

地形
・行為後の地形が、周辺の地形と著しく不調和とな
らないよう、行為前の地形を活かした構造及び形態
とする。

法面・擁壁

・法面や擁壁が、長大にならないように線形等を工
夫する。
・法面や擁壁はできる限り道路など公共の場から目
立たないよう、設ける位置等を工夫する。
・緑化や植樹による隠蔽等を行い、周辺の自然景観
や街なみと調和するよう努める。

・擁壁は、素材や表面処理の工夫、前面緑化等の工
夫を行い、周辺の自然環境及び街なみと調和するよ
う努める。

緑化

・市街地から見え、景観の背景となる斜面について
は、周辺の植生を参照に緑化に努める。

・敷地内にある良好な樹木、水辺等の自然資源は、
生態系に配慮してできる限り保全・活用するように
努める。



木竹の皆伐

伐採

・伐採跡地ができる限り道路など公共の場から目立
たないよう道路の間に樹林を残すなどの工夫をする。
・伐採の面積は必要最小限とし伐採後は植林に努め
る。

地域固有の
緑地

・地域を特色付けている樹木、生垣等は伐採しない。
伐採しなければならない場合は、これに代わる植栽
を行う。

屋外における物品の堆積

・特に人の目に触れる機会が多い敷地の道路側では、
道路から堆積物が見えないよう、配置を工夫し、植
栽や塀を設け、積み上げ高さを低く抑える等の配慮
をする。

水面の埋立て又は干拓

・うるおいある自然景観をもたらす自然の水面は、
できるかぎり保全・活用するよう努める。
・護岸等が生じる場合は素材、形態、配置、植栽等
の工夫により周辺の自然環境及び街なみとの調和に
配慮する。





〈イメージ〉
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景観重要公共施設

以下の市管理道路で、
右図に示す範囲
・栄町堅馬場線
・麓中央線
・上町鍋野線



位置づけ 地域独自の景観づくりを重点的に進める区域

目 的

①景観法等を活用した景観形成の重点的な推進

②地域の景観づくりの目標や基本方針、具体的方策の明確化

③地域住民を主体とした景観まちづくりの推進

指定の

メリット

①景観法等の活用による、景観づくりの優先的な推進

②地域特性に応じた景観づくりの取組みの推進

③景観づくりの方向性の明確化による景観形成の具体的な推進

④地域住民主体による継続的な景観づくりの取組みへの展開

⑤景観づくりの機運向上

・出水麓・本町商店街区域

・野田郷区域









人と自然が融和した
にぎわいある元気都市 出水市




